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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

１ 

基本的な

生活習慣

の確立と

自律心の

涵養を図

る。 

ア. 面接週間以外で面

接を実施した教員 100％ 

「相談できる教員がい

る」と回答する生徒、保

護者 80％以上 

 

 

 

イ. 授業の遅刻・早退数

が前年度より減少 

 

 

 

 

ウ. 通学時の交通事故

０件 

 

 

 

 

エ. 「保健だより」の発

行年５回以上 

健康や安全に関する高

い意識を持つ生徒 75％

以上 

ア. ◎教員全員が頻繁に声

掛けを行い、各担任は面談

週間以外でも面談を実施で

きた(100％)。 

◎「相談できる教員がいる」

と回答した生徒、保護者は

ともに 100％だった。 

 

イ. 〇年間生徒１名当たり

の遅刻および欠席数が 15.7

回で昨年(15.8 回)とほとん

ど変わらなかった。 

 

 

ウ. ◎９月に警察による交

通安全教室を実施した。通

学時の交通事故は０件であ

った。 

 

 

エ. ◎保健だよりは６回発

行できた。 

△健康や安全に対して高い

意識をもつ生徒は 50%にと

どまった。 

Ａ 

ア. 全教員協力のもと

目標が達成できた。来年

度もこの状態を維持し

たい。 

 

 

 

 

イ. 声掛け等の指導を

行ってきたが、成果が出

なかった。来年度は社会

人となることを意識さ

せて指導していきたい。 

 

ウ. 目標は達成したが、

来年度から交通ルール

が改訂されるため、それ

を意識させつつ、交通事

故０件を維持したい。 

 

エ. 健康や安全につい

ての情報提供の頻度を

維持させつつ、生徒の生

活の実情を考慮し、啓発

に努めたい。 

２ 

学ぶ意欲

を高め、基

礎学力等

の定着を

図る。 

ア. 「授業がわかる」と

回答する生徒 75％以上 

 

 

イ. 授業においてＩＣ

Ｔを効果的に活用して

いる教員 80％以上 

 

 

ウ. 年間３回以上の研

修会の実施 

生徒の学習改善につな

がる授業改善を行って

いる教員 80％以上 

 

 

ア. ◎「授業がわかる」と

回答した生徒は 80％以上で

あった。 

 

イ. △定時制で授業をもつ

教員８名中５名(63%)が授

業で ICT を効果的に活用し

ている。 

 

ウ. ◎年間 10回以上の研修

会を実施し、観点別評価の

方法や授業改善について話

し合うことができた。 

◎全教員が情報交換を密に

行い、生徒理解を含め、個

に応じた授業改善を行っ

Ｂ 

ア. 今まで通り生徒の

実態に応じて個別に丁

寧に対応していきたい。 

 

イ. 個々の生徒の学び

方を尊重し、必要に応じ

てＩＣＴを効果的に活

用していきたい。 

 

ウ. 教員の実情を踏ま

えて十分な研修機会を

確保する。 

各々の教科・科目で連携

し、生徒の実情に合った

授業展開を続けていき

たい。 
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エ. 基礎学力テストの

実施年間３回以上。資格

検定へチャレンジする

生徒３人以上 

た。 

 

エ. ◎基礎学力テスト年間

３回実施できた。 

△資格検定に挑戦した生徒

はいなかった。 

 

 

エ. 基礎学力テストを

通じて今までと同様に

基礎学力の定着を図り、

具体的な目標を設定し

ながら目標に向けた取

り組みを行っていきた

い。 

３ 

進路実現

に資する

望ましい

勤労観・職

業観を育

成する。 

ア. 進路行事参加後の

振り返りによる肯定的

な評価 70％以上 

 

 

イ. 「自分の良いところ

がわかる」と回答する生

徒 70％以上 

ア. ◎進路行事参加後に肯

定的な評価をした生徒は

90％以上であった。 

 

 

イ. △「自分の良いところが

わかる」回答した生徒は

58.3％にとどまった。 

Ｂ 

ア. よい成果が得られ

ている。生徒の個々のニ

ーズに合わせて進路行

事を計画していきたい。 

 

イ. 褒める・認めるを徹

底し、自己肯定感向上を

目指したい。 

４ 

多 様 な

人 々 と の

協 働 を 通

して、社会

性（コミュ

ニ ケ ー シ

ョン能力）

の 向 上 を

図る。 

アイ. 各行事の参加率

80％以上、満足度 60％以

上 

各行事の事前・事後指導

の実施 100％ 

 

 

 

 

 

 

ウ. 「人間関係が良い」

と回答する生徒 70％以

上 

 

 

 

 

エ. スマートフォンの

不適切な使用による指

導０件 

ア. ◎各行事の参加率は、

94.4％であった。また、満

足度は 95.4％であった。 

 

 

 

イ. ◎ほとんどの生徒が、

生活体験発表では、自身の

体験をもとに自信をもって

発表する姿が見られた。 

 

ウ. ◎生徒が多くの行事で

企画から積極的に参加し、

他者と関わろうとする姿が

みられた。また、｢人間関係

が良い｣と回答した生徒は

91.7％であった。 

 

エ. ◎スマートフォンの不

適切な使用による生徒課か

らの指導は０件であった。 

Ａ 

ア. 目標を十分達成し

ている。来年度も生徒が

満足できる行事を生徒

会と教職員と一丸とな

って計画していく。 

 

イ. 今年度と同様の成

果が出るように取り組

んでいく。 

 

 

ウ. 適切な人間関係を

維持できるように今年

度同様指導していきた

い。 

 

 

 

エ. スマートフォンを

使用する、しないの区別

を明確に指示し、使用の

メリハリをつけるよう

に生徒に指導しながら、

今年度同様の成果を得

ていきたい。 
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５ 

よ り 良 い

学 習 環 境

の 整 備 充

実 及 び 安

心 安 全 で

生 き 生 き

と 活 動 で

き る 学 校

づ く り を

推進する。 

ア. 防災訓練の実施年

間２回 

地域防災訓練等への参

加者数増加 

 

 

イ. 健康や安全に関す

る高い意識を持つ生徒

75％以上 

 

 

 

ウ. 支援が必要だと判

断した生徒への面談の

実施、ＳＣへの接続

100％ 

 

 

エ. 個人情報の取扱い

等に関する不祥事０件 

 

 

 

 

オ. 不備・未実施等０件 

 

 

 

 

カ. 出欠報告、ミニミニ

通信の発行年６回以上 

「通信などを読んでい

る」と回答する保護者

80％以上 

 

 

キ . ｢業務が改善され

た｣と感じる教員 80％以

上 

ア. ◎防災訓練を年間３回

実施できた。 

〇地域防災訓練等への参加

者数が昨年度と同様１人で

あった。 

 

イ. △健康や安全に関する

高い意識を持つ生徒は 50％

にとどまった。 

 

 

 

ウ. ◎ 支援が必要だと判

断した生徒への面談を実施

した。また、ＳＣにも確実

につなげることができた

(100％)。 

 

エ. ◎個人情報の持ち出し

簿を整理した。不祥事は０

件だった。 

 

 

 

オ. ◎計画的な施設管理や

消耗品購入等が実施でき

た。不備・未実施等は０件

だった。 

 

カ. ◎ミニミニ通信は 11回

発行し、生徒の学校での様

子を発信できた。 

△｢通信などを読んでいる｣

と回答した保護者は 60％ほ

どにとどまった。 

 

キ. ◎定時制課程常勤教員

全員がＩＣＴ機器の活用に

よって｢業務が改善された｣

と回答した(100％)。 

Ｂ 

ア. 実用性のある防災

訓練を実施し、防災意識

を高め、地域防災訓練へ

の参加も促していきた

い。 

 

イ. 健康や安全につい

ての情報提供の頻度を

維持させつつ、生徒の生

活の実情を考慮し、啓発

に努めたい。 

 

ウ. 全日制との連携を

密にして今年度同様に

支援、ＳＣへの接続を継

続していきたい。 

 

 

エ. 校内研修で個人情

報の取扱いについて取

り上げながら、今年度と

同様に取り組んでいき

たい。 

 

オ. 事務職員や用務員

と連携をとり、今年と同

様の成果を達成してい

きたい。 

 

カ. 今年度と同様に学

校の様子を外部に発信

していき、情報が保護者

に行きわたる工夫を講

じたい。 

 

 

キ. よい成果は得られ

ているため、この状態を

維持していきたい。 

 


